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3 段階入湯税への設定変更方法 

 

初めに 

このマニュアルは入湯税の徴収額を 3段階に変更するにあたって、今まで徴収していた 

入湯税の金額に追加で徴収する入湯税の金額を上乗せして徴収できるよう、入湯税の 

科目を新しく作成し、お客様の利用金額に応じて利用明細に段階ごとの入湯税を登録 

できるように設定を変更する手順が記載されています。 

 

このマニュアルでは作業例として、次の項目を新たな入湯税の科目として追加します。 

別の名称を使用したい場合には科目名を読み替えて作業を進めてください。 

・追加徴収入湯税(50円) 

・追加徴収入湯税(100円) 

・追加徴収入湯税(200円) 

 

作業をしていく中でご不明な点がございましたら、弊社までご連絡頂ければご対応 

致しますので、よろしくお願い致します。 

 

・お問い合わせ先 

新日本コンピューターサービス株式会社 

 Tel：028-660-1160 
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対応手順 

 

1. 入力科目マスターに科目を新しく追加する設定を行う 

(作業例:「追加徴収入湯税(50円)」の科目を新たに登録する) 

 

 

① 業務メニューの補助を左クリックし、入力科目マスター設定を左クリックして 

設定画面を起動させる。 

② 科目コードの入力欄に、お客様が新たに使用したいコードの番号を入力して Enterキー

を押す。 

(注意：システムによって使用されている番号が存在するため、新たに使用するコード

の番号には 9000より小さい数字を選ぶようお願いします) 

③ 情報を入力する。 

科目名：領収書や帳票に表示される名称を入力。 

単価：「現」の横にある入力欄に追加で徴収する入湯税の金額を入力。 

数量集計先：科目コードに入力した数字と同じ数字を入力して Enterキーを押す。 
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※数量集計先にコードを入力して Enterキーを押すと、画面に次のような表示が 

現れるので「はい」を選択する。 

 

金額集計先：科目コードに入力した数字と同じ数字を入力して Enterキーを押す。 

  入湯税単価：(超)の横にある入力欄に追加で徴収する入湯税の金額を入力。 

  免適区分：「宿泊」を左クリックで選択。 

  消費税：税区分の横にある「非対象」を左クリックで選択。 

④ ③の入力が全て終了したら登録ボタンを左クリックすると、先程入力した科目が 

入力科目マスターに登録される。 

⑤ ②～④の手順を繰り返し、科目をあと 2つ登録する。 

(※作業例では「追加徴収入湯税(100円)」と「追加徴収入湯税(200円)」を登録します) 

 

2. 入力科目マスターに追加した科目に対して、日報科目マスターでの 

設定を行う  

(作業例:「追加徴収入湯税(50円)」の科目に設定を行う) 
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① 業務メニューの補助を左クリックし、日報科目マスター設定を左クリックして 

設定画面を起動させる。 

② 画面右側に表示される入力科目のリストから、入力科目マスター設定画面で新しく 

  追加した項目を探して左クリック。または科目コードの入力欄に新しく追加した科目 

コードを入力して Enterキーを押す。 

③ 純売上区分の横にある「非純売上」を左クリックで選択する。 

④ 登録ボタンを左クリックすると先程設定した内容が日報科目マスターに登録される。 

⑤ ②～④の手順を繰り返し、新しく追加した他の科目にも同じ設定を行う。 

(※作業例では「追加徴収入湯税(100円)」と「追加徴収入湯税(200円)」に同じ 

 設定を行います) 

 

3. 入力科目マスターに登録されている宿泊科目の名称について設定を行う 

(※作業例では既に登録されている「テスト１泊２食宿泊Ａ」の項目に設定を行います) 

 

 

① 業務メニューの補助を左クリックし、入力科目マスター設定を左クリックして 

設定画面を起動させる。 

② 画面右側に表示される入力科目のリストから、宿泊に使用される項目を探して 

左クリック。または科目コードの入力欄に科目コードを入力して Enterキーを押す。 
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③ 科目名と印刷名称の入力欄に文字を入力。 

(入力内容としてはその科目に既存の入湯税の金額が含まれている、という事が 

分かるような表現が良いと思います。 

作業例では「テスト１泊２食宿泊Ａ」の後ろに(入湯税込)と文字を付け加える形で 

文字を入力しています) 

科目名：予約画面や会計画面、領収書を印刷する際に表示される科目の名称。 

   科目名の入力は必須。 

印刷名称：領収書を印刷する際、印刷名称に文字が入っていた場合には 

    科目名ではなく印刷名称が領収証に表示される。 

    印刷名称の入力は空欄でも問題ありません。 

④ ②～③の手順を繰り返して、宿泊の科目全ての入力を行う。 

(作業例では「テスト１泊２食宿泊Ｂ」と「テスト１泊２食宿泊Ｃ」に設定を行います) 

 

3.請求書を出力する際の設定を変更する 
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① 業務メニューの補助を左クリックし、名称マスター設定を左クリックして 

設定画面を起動させる。 

② 名称種別の「▼」を左クリックしてリストの中から「請求書出力順(1～7)」を 

左クリックして選択する。 

③ 入力欄に次の情報を入力する。 

コード：35  名称：入湯税  免適区分 No.：9 

④ ③の入力が完了したら登録ボタンを左クリックすると入力した設定が登録される。 

 

※参考資料として、6ページに設定変更前に出力した領収書のイメージ、7ページに 

設定変更後に出力した領収書のイメージを表示します。 

 

 

※3段階入湯税の対応に伴う注意点 

 

3段階入湯税の設定を行うと、現行の入湯税集計表で正しい値の表示ができません。 

そのため、3段階入湯税を適用していた際でも正しく表示できるようなプログラムを 

開発、販売予定です。 
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※参考資料 

・設定変更前 
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・設定変更後 

 

 


